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ＩＴ活用事業を計画するときの留意点

ＩＴ活用事業を計画するときに

検討すべきこと

ＩＴ活用事業を計画するときに

注意すべきこと
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事業のねらい（１）

個人のニーズに応える事業にするか

地域課題への対応等、社会の要請に応

える事業にするか

中教審生涯学習分科会

『今後の生涯学習の振興方策について』

（審議経過の報告）平成16年３月
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事業のねらい（２）

今後の生涯学習を振興していく上での

基本的考え方として

①「個人の需要」と「社会の要請」のバランス

②「人間的価値」と「職業的知識・技術」の調和

③文化の継承と創造
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地域社会の課題とＩＴ活用事業

情報化による地域文化の破壊

→ 地域文化の継承と創造

高齢化による地域の停滞

→ 学習成果を生かすことによる地域の活性化

市場原理・競争原理による地域社会の解体

→ 新たな協力関係の創出、地域経済の再興
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ＩＴ活用事業を計画するにあたって
工夫したいこと

対面型の学習を取り入れた

ブレンディング型の事業にする

人々の学習成果を生かしたり、

コミュニケーションを重視する

地域からの発信を重視する
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ＩＴ活用学習と体験学習

ＩＴを活用した学習とともに対面型の学習や体

験学習等の重要性も忘れないようにする

情報化が進めば進むほど、生活体験等の重

要性は増すであろう
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